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補
正
予
算
案

条

例

案

遠
藤
周
作
氏
や
八
木
義
徳
氏
な
ど
、

町
田
に
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
資
料
を
収

蔵
す
る
市
の
文
学
館
構
想
に
つ
い
て
、

昨
年
７
月
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た

「
町
田
市
文
学
館
構
想
に
関
す
る
提
言

委
員
会
」（
水
沢
周
委
員
長
）
が
８
月

７
日
、「
町
田
市
に
お
け
る
文
学
館
の

あ
り
か
た
」
を
山
田
教
育
長
に
答
申
し

ま
し
た
。
答
申
の
概
要
は
次
の
通
り
で

す
。基

本
理
念

町
田
市
民
の
文
学
的
関
心
を
呼
び
／

文
学
的
感
動
を
深
め
／
文
学
的
理
解
を

高
め
／
文
学
的
活
動
を
活
か
す
／
そ
れ

に
よ
っ
て
町
田
市
民
の
心
が
い
き
い
き

と
豊
か
に
な
り
、
個
性
の
発
現
が
で
き

る
文
学
館
を
目
指
し
ま
す
。

必
要
性

活
字
離
れ
、
文
字
文
化
離
れ
が
進
む

い
ま
、
も
の
ご
と
を
深
く
認
識
し
判
断

す
る
能
力
、
人
間
ら
し
く
行
動
す
る
た

め
の
感
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
文
化
の
必
要
性
を
認
識
し
、
文
化

を
支
え
、
文
化
を
創
り
出
す
力
、
い
わ

ば
市
民
の
「
文
化
力
」
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
文
学
館
は
、
こ
う
し

た
「
文
化
力
」
を
培
い
、
育
む
施
設
で

す
。あ

り
方

文
学
館
の
基
本
的
な
性
格
や
機
能
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
の
独

自
性
を
強
調
し
た
個
性
的
な

文
学
館
で
あ
る
べ
き
で
す
。

「
町
田
ら
し
さ
」
を
表
現
す

る
方
法
と
し
て
、
特
定
作
家

の
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
町
田
市
を
特
徴
付
け
る

文
学
賞
の
創
設
、
若
い
世
代

が
文
学
へ
の
関
心
を
高
め
る

活
動
、
国
際
版
画
美
術
館
や

自
由
民
権
資
料
館
な
ど
市
内

の
文
化
施
設
と
の
連
携
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
段
階
で
、

広
く
市
民
の
意
見
を
汲
み
上

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

収
集
対
象
資
料

近
代
以
降
の
町
田
ゆ
か
り
の
文
学
者

を
対
象
と
し
、
原
稿
や
書
簡
、
初
版
刊

本
、
関
係
出
版
物
、
遺
品
等
を
収
集
対

と
も
き
よ

象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
小
山
田
与
清
や

ば
い
ふ

は
ま
も

五
十
嵐
梅
夫
・
浜
藻
な
ど
近
世
後
期
の

地
元
の
文
人
に
関
す
る
資
料
、
絵
本
や

児
童
文
学
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
関
連

の
あ
る
も
の
は
対
象
と
し
ま
す
。

具
体
的
な
活
動

�１
町
田
ゆ
か
り
の
作
家
を
広
く
紹
介

す
る
常
設
展
示
�２
幅

広
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
テ
ー
マ
設
定
に

よ
る
企
画
展
示
�３
文

学
へ
の
関
心
を
高

め
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の

幅
を
広
げ
る
各
種
の

催
し
�４
市
民
の
文
学

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
�５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
資
料
情
報
の

発
信
�６
市
内
の
大
学

等
と
の
連
携
�
�
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。運

営
生
涯
学
習
部
図
書
館
が
所
管
し
、
知

識
と
情
熱
を
も
つ
職
員
を
継
続
的
に
配

置
し
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
等
に
よ
る

運
営
委
員
会
や
資
料
選
定
委
員
会
の
ほ

か
、
市
民
に
よ
る
文
学
館
友
の
会
を
組

織
し
、
運
営
・
企
画
へ
の
市
民
参
加
を

図
り
ま
す
。

施
設
・
設
備

独
立
の
施
設
と
し
、
資
料
の
保
存
環

境
に
優
れ
た
広
い
保
存
ス
ペ
ー
ス
、
弾

力
的
に
使
用
で
き
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
、

研
究
・
調
査
・
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

不
可
欠
で
す
。

立
地

設
置
場
所
と
し
て「
静
か
な
景
勝
地
」

と
す
る
か
、「
で
き
る
限
り
便
利
な
地

点
」
と
す
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長

一
短
が
あ
り
ま
す
。検
討
の
過
程
で
は
、

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
中
央
図
書
館
、

国
際
版
画
美
術
館
な
ど
、
既
設
の
文
化

施
設
と
の
有
機
的
な
連
動
と
い
う
観
点

が
、
魅
力
的
な
立
地
構
想
と
し
て
浮
上

し
て
い
ま
す
。

建
設
に
向
け
て

計
画
を
早
急
に
具
体
化
す
る
と
と
も

に
、進
捗
状
況
を
逐
次
市
民
に
公
表
し
、

広
く
市
民
の
意
見
を
汲
み
上
げ
る
べ
き

で
す
。

◇

こ
の
ほ
か
、
答
申
で
は
、「
町
田
市

の
文
学
的
遺
産
」
と
し
て
、
町
田
市
に

ゆ
か
り
の
文
学
者
５０
余
名
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
答
申
は
市
政

情
報
「
や
ま
び
こ
」（
中
町
分
庁
舎
）

と
市
内
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
概
要
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
中
央
図
書
館
（
�

７
２
８
・
８
２
２
０
）
へ
。

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
が
３３

億
７
１
０
６
万
４
千
円
、
特
別
会
計
が

２４
億
９
１
９
５
万
円
で
、
補
正
後
の
額

は
、
一
般
会
計
が
１
１
５
１
億
６
４
９

６
万
円
、
特
別
会
計
が
９
８
８
億
３
６

７
２
万
３
千
円
で
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
合
計
で
、
２
１
４
０
億
１
６
８

万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
越
金
２１
億
７
７
４
８
万
４

千
円
、繰
入
金
６
億
１
６
３
９
万
円
、国

庫
支
出
金
２
億
８
７
０
１
万
円
の
順
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
２０
億

９
７
０
４
万
３
千
円
、
教
育
費
８
億
５

９
８
０
万
１
千
円
、
民
生
費
４
億
２
６

３
０
万
５
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。補

正
後
の
内
訳
は
、
歳
入
で
は
、
市

税
６
４
３
億
８
９
８
０
万
円
（
構
成
比

５５
・
９
％
）、
国
庫
支
出
金
９９
億
８
９

９
１
万
円
（
同
８
・
７
％
）、
都
支
出

金
９８
億
１
０
９
０
万
５
千
円
（
同
８
・

５
％
）、
繰
入
金
６６
億
６
６
９
６
万
４

千
円
（
同
５
・
８
％
）、
市
債
４９
億
５

４
４
０
万
円
（
同
４
・
３
％
）
の
順
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
１
１
億
７
７

０
６
万
１
千
円
（
同
２７
・
１
％
）、
教

育
費
２
１
９
億
１
５
５
０
万
２
千
円

（
同
１９
・
０
％
）、
土
木
費
１
７
９
億

９
５
９
３
万
９
千
円（
同
１５
・
６
％
）、

総
務
費
１
７
１
億
４
０
８
３
万
円
（
同

１４
・
９
％
）、
衛
生
費
１
２
５
億
８
４

２
０
万
６
千
円
（
同
１０
・
９
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）。

【
議
会
費
】

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
託
料
の

議
会
活
動
費
（
１
１
５
万
円
）

【
総
務
費
】

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
財
政
事
務

費
（
１８
億
３
８
７
４
万
円
）、
原
町
田

四
丁
目
自
転
車
駐
車
場
建
設
工
事
費
な

ど
の
自
転
車
対
策
費
（
１
億
９
９
５
０

万
円
）、（
仮
称
）
馬
場
中
規
模
集
会
施

設
用
地
購
入
費
な
ど
の
中
規
模
地
域
会

館
費
（
７
２
４
９
万
円
）

【
民
生
費
】

（
仮
称
）デ
イ
サ
ー
ビ
ス
榛
名
坂
及
び

（
仮
称
）デ
イ
サ
ー
ビ
ス
高
ケ
坂
整
備
工

事
費
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事

業
費（
１
億
５
２
６
９
万
円
）、
乳
幼
児

医
療
助
成
費
（
都
制
度
）
な
ど
の
乳
幼

児
医
療
費
助
成
費（
８
４
４
９
万
円
）、

児
童
手
当
（
国
制
度
）
の
所
得
制
限
を

緩
和
す
る
児
童
手
当
費
（
１
億
８
０
８

４
万
円
）、
子
ど
も
家
庭
在
宅
サ
ー
ビ

ス
施
設
整
備
事
業
費（
２
５
２
４
万
円
）

【
土
木
費
】

南
１３
号
線
（
金
森
）
外
の
道
路
改
良

工
事
費
及
び
南
５
６
５
号
線
（
金
森
）

外
の
道
路
用
地
購
入
費
な
ど
の
道
路
新

設
改
良
費
（
４
８
３
２
万
円
）

【
教
育
費
】

緊
急
通
報
装
置
設
置
工
事
費
の
小
学

校
学
校
施
設
整
備
費
（
１
３
５
４
万

円
）、
中
学
校
学
校
施
設
整
備
費
（
６

３
０
万
円
）、
成
人
式
事
業
委
託
料
な

ど
の
社
会
教
育
総
務
費
（
８
０
０
万

円
）、
室
内
プ
ー
ル
熱
源
導
入
配
管
改

修
工
事
な
ど
の
室
内
プ
ー
ル
費
（
１
２

０
１
万
円
）、
山
崎
第
二
ス
ポ
ー
ツ
広

場
用
地
購
入
費
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

費
（
８
億
９
３
３
９
万
円
）
な
ど

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
１３
年
６
月
２７
日
法
律
第
６８
号
）

に
よ
る
、
長
期
所
有
上
場
株
式
に
係
る

少
額
譲
渡
益
非
課
税
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
市
税
条
例
の
改
正
を
行
う
「
町
田

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、
今
年
１０
月
か
ら
介
護
保
険
料
が

本
来
額
と
な
り
ま
す
が
、
特
別
な
事
情

に
よ
り
介
護
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
高
齢
者
に
対
応
す
る
た
め
、
保
険
料

減
免
条
項
を
改
正
す
る
「
町
田
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

本
町
田
西
小
学
校
、
緑
ケ
丘
小
学
校
及

び
原
小
学
校
の
３
校
を
廃
止
し
て
新
た

に
本
町
田
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
木
曽
境
川
小
学
校
及
び
鶴
川
中
学

校
の
位
置
を
変
更
す
る
こ
と
を
内
容
と

す
る
「
町
田
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

平
成
１３
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
が
９
月
３
日
に
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
本
議
会
に
は
、
平
成
１３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
１７

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
７
件
、
条
例
４

件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
協
定
１
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
決
算

認
定
が
１
件
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は
２１
日
ま
で
で
す
。

答申書を手渡す水沢周委員長

八木義徳氏の旧蔵資料の中から見つかった
日記

遠藤周作氏が町田を描いた小説「土埃」の
草稿と初出誌

本紙は古紙配合率１００％・白色度７０％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

� 市市のの将将来来都都市市像像

多摩丘陵にはばたく
市 民 文 化 都 市

「町田市における文学館
の あ り 方 」を 答 申

文学館の基本理念

町田市民の文学的関心を呼び

町田市民の文学的感動を深め

町田市民の文学的理解を高め

町田市民の文学的活動を活かす

それによって

町田市民の心が

いきいきと豊かになり

個性の発現ができる文学館

９／１１

文学館構想に関する提言委員会

２００１年
（平成１３年）

９９
月月
議議
会会
がが
開開
会会
会
期
は
２１
日
ま
で

補
正
予
算
な
ど
１７
議
案
を
提
案

第１３０２号


